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教
化
体
制
改
革
実
行
委
員
会
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と 

教
化
体
制
改
革
実
行
委
員
会
委
員
長 

鷲
嶺 

紀
文 

 
 

  

２
０
１
８
年
に
お
迎
え
す
る
高
田
教
区
宗
祖
親
鸞
聖
人
七

百
五
十
回
御
遠
忌
法
要
の
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
「
教
区
教

化
体
制
の
見
直
し
」
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
仕
事
は

他
の
四
つ
の
記
念
事
業
と
異
な
り
、
い
わ
ば
ソ
フ
ト
面
を
含
み

目
に
見
え
に
く
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
の
御
遠

忌
記
念
事
業
と
し
て
取
り
上
げ
た
意
味
は
大
き
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
は
昨
今
の
教
化
行
事
の
参
加
状
況
を
み
る
に
つ

け
、
ど
こ
か
緊
迫
感
に
か
け
、
こ
れ
で
い
い
の
か
と
い
う
思
い

を
強
く
す
る
か
ら
で
す
。 

こ
の
度
、
本
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
り
御
遠
忌
推
進
委
員
会

に
高
田
教
区
教
化
体
制
改
革
実
行
委
員
会
を
設
置
し
、
昨
年
の

９
月
以
来
４
回
の
協
議
を
重
ね
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
真
向
か
う
と
こ
ろ
は
、
真
宗
門
徒
が
育
つ
環
境
を
つ
く
る

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
「
人
の
誕
生
」
を
期
す
取
り
組
み

と
、
聞
法
者
を
は
ぐ
く
む
「
場
の
創
造
」
を
推
進
す
る
教
化
体

制
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
教
化
の
実
を

あ
げ
る
こ
と
を
妨
げ
て
い
る
問
題
は
何
か
、
問
題
解
決
の
た
め

に
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
探
り
つ
つ
、
当
面
の
課

題
と
し
て
間
も
な
く
任
期
満
了
と
な
る
教
区
教
化
委
員
会
組
織

（
次
期
は
第
12
次
）
と
２
０
１
４
年
度
の
教
化
事
業
の
策
定
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
こ
れ
ま
で
の
教
化
委
員
選

出
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
広
く
候
補
者
を
推
薦
い
た
だ
く
方
途

を
開
く
な
ど
の
ル
ー
ル
づ
く
り
に
も
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

教
区
御
遠
忌
を
迎
え
る
ま
で
の
息
の
長
い
取
り
組
み
が
こ
れ
か

ら
も
続
く
わ
け
で
す
が
、
改
革
の
言
葉
に
値
す
る
成
果
を
挙
げ

る
べ
く
歩
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
11
月
の
第
２

回
実
行
委
員
会
で
、
今
後
検
討
し
た
い
事
柄
と
し
て
問
題
提
起

し
た
項
目
（
委
員
長
私
案
）
は
次
の
10
点
で
あ
り
ま
す
。 

（
一
）
教
化
組
織
に
関
す
る
こ
と 

（
二
）
組
を
基
軸
と
し
た
教
化
体
制
に
関
す
る
こ
と 

（
三
）
教
化
委
員
の
役
割
と
責
任
に
関
す
る
こ
と 

（
四
）
教
化
の
主
体
た
る
住
職
の
自
覚
と
姿
勢
に
関
す
る
こ
と 

（
五
）
駐
在
教
導
の
任
務
に
関
す
る
こ
と 

（
六
）
教
化
事
業
の
担
い
手
養
成
に
関
す
る
こ
と 

（
七
）
教
化
事
業
の
精
選
と
充
実
に
関
す
る
こ
と 

（
八
）
教
化
施
設
の
活
用
に
関
す
る
こ
と 

（
九
）
同
朋
会
議
の
定
例
化
に
関
す
る
こ
と 

（
十
）
二
別
院
一
支
院
の
あ
り
方
と
将
来
展
望
に
関
す
る
こ
と 

 

な
お
、
次
回
に
は
第
７
回
教
勢
調
査
（
２
０
１
２
年
実
施
・

２
０
１
３
年
12
月
９
日
教
区
に
お
い
て
報
告
学
習
会
開
催
）
か

ら
見
る
教
区
の
現
況
と
「
住
職
の
姿
勢
・
意
識
」
の
改
革
に
ど

う
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
か
を
取
り
上
げ
協
議
す
る
予
定
に
し
て
お

り
ま
す
。 
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真
宗
（
高
田
別
院
）
に
お
け
る 

山
門
の
意
味
に
つ
い
て 

真
宗
大
谷
派
宗
務
所
内
事
部 

山
口
昭
彦 

寺
院
に
お
い
て
は
、
境
内
の
入
口
に
山
門
（
三
門
）

と
称
さ
れ
る
門
が
建
て
ら
れ
る
こ
と
が
見
ら
れ
ま
す
。

飛
鳥
時
代
に
朝
鮮
半
島
の
百
済
か
ら
佛
教
が
伝
来
し

て
、
寺
院
の
伽
藍
配
置
も
高
句
麗
・
百
済
・
新
羅
の

三
国
の
影
響
を
受
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
様
式
の
寺
院
が

建
立
さ
れ
ま
し
た
。 

伽
藍
配
置
と
し
て
は
、
南
大
門
、
中
門
、
塔
、
金

堂
、
講
堂
が
一
直
線
に
並
ぶ
「
四
天
王
寺
式
」
や
塔
、

金
堂
が
左
右
に
並
ぶ
「
法
隆
寺
式
」
な
ど
が
代
表
的

で
す
。
そ
の
中
で
伽
藍
（
境
内
）
の
入
口
に
は
必
ず

南
大
門
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
鎌
倉
時
代
に
入
る
と

禅
宗
の
影
響
を
受
け
て
、
七
堂
伽
藍
の
一
つ
と
し
て

山
門
（
三
門
）
と
い
う
名
称
で
門
が
建
て
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。 

真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）
に
お
い
て
一
般
の
山
門

に
あ
た
る
門
は
、
御
影
堂
正
面
に
建
て
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
御
影
堂
門
と
い
い
、
大
門
と
も
称
さ
れ
て

い
ま
す
。『
本
願
寺
誌
要
』
に
は
、
大
門
の
注
釈
と
し

て
「
或
い
は
い
ふ
、
禅
家
に
三
門
と
い
ひ
、
教
家
に

大
門
と
い
ふ
、
東
大
寺
南
大
門
の
如
し
と
。
一
説
に

大
門
と
は
、
浄
土
論
に
所
謂
大
義
門
の
略
な
り
と
。」

（
大
谷
家
本
願
寺
誌
要
編
輯
局
、
一
九
一
一
年
）
と

説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。 

禅
宗
の
伽
藍
で
は
、
三
門
と
称
し
三
つ
の
門
扉
が

設
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
三
門
と
は
、

「
三
解
脱
門
」
の
略
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
解
脱
と
は
、
空
・
無
相
・
無
願
を
い
い
ま
す
。 

「
教
家
」
と
は
、
座
禅
に
よ
っ
て
悟
り
を
開
く
こ

と
を
目
指
す
「
禅
家
」
に
対
し
て
、
経
典
を
拠
り
ど

こ
ろ
と
し
て
言
い
表
さ
れ
た
教
え
に
基
づ
く
宗
門
を

い
い
、
浄
土
真
宗
も
教
家
に
な
り
ま
す
。 

『
本
願
寺
誌
要
』
で
は
、
大
義
門
の
出
典
を
『
浄

土
論
』
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
正
し
く
は
『
浄
土
論

註
』
で
す
。
論
註
に
は
、「
門
と
は
大
義
に
通
ず
る
門

な
り
。
大
義
と
は
大
乗
の
所
以
な
り
。
人
、
城
に
造

り
て
門
を
得
れ
ば
、
即
ち
入
る
が
ご
と
し
。
若
し
人

安
楽
に
生
ず
る
こ
と
を
得
れ
ば
、
是
則
ち
大
乗
を
成

就
す
る
門
な
り
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

真
宗
本
廟
の
御
影
堂
門
（
大
門
）
の
楼
上
に
は
、

釈
迦
如
来
・
弥
勒
菩
薩
・
阿
難
尊
者
の
三
尊
が
安
置

さ
れ
て
い
ま
す
。『
大
無
量
寿
経
』
の
会
座
が
表
現
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。『
大
無
量
寿
経
』
は
、
宗
祖
親
鸞

聖
人
が
真
実
の
教
と
顕
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
大
門
は
、

聞
法
の
根
本
道
場
に
出
入
り
す
る
た
め
の
門
で
も
あ

り
ま
す
。 

す
な
わ
ち
真
宗
本
廟
に
お
い
て
、
御
影
堂
門
（
大

門
）
は
、
大
乗
の
至
極
と
し
て
の
浄
土
真
実
の
教
に

参
入
す
る
象
徴
と
し
て
の
意
味
が
あ
る
と
い
え
ま
し

ょ
う
。 

高
田
別
院
の
山
門
も
大
門
と
称
さ
れ
、
一
八
二
七

（
文
政
十
）
年
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
彫
刻
な
ど
も

当
時
の
手
仕
事
の
技
術
の
粋
が
集
め
ら
れ
た
壮
麗
な

門
で
す
。
別
院
は
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
に
よ
っ
て
真
実

の
教
『
大
無
量
寿
経
』
に
基
づ
き
開
顕
さ
れ
た
真
宗

の
聞
法
道
場
で
す
。
そ
し
て
宗
祖
真
影
の
御
座
所
で

あ
る
真
宗
本
廟
の
別
院
と
し
て
の
高
田
別
院
の
大
門

は
、
本
廟
の
大
門
と
同
じ
よ
う
に
聞
法
の
道
場
で
あ

る
本
堂
に
通
入
す
る
門
、
大
乗
佛
教
が
成
就
さ
れ
る

門
と
し
て
の
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
高
田
別
院
山
門
は
、
建
築
史
的
に
見

て
も
意
義
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
幾
多
の
苦
難
を

乗
り
越
え
て
別
院
の
護
持
に
尽
力
さ
れ
た
名
も
無
き

多
く
の
先
人
た
ち
の
歴
史
的
遺
産
で
あ
る
と
同
時
に
、

真
実
の
み
教
に
参
入
す
る
門
、
聞
法
の
道
場
の
大
門

と
し
て
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

 
 

高田別院山門 
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「
上
越
一
円
の
文
化
財
を
代
表
す
る

価
値
あ
る
東
本
願
寺
別
院
の
山
門
」 

第
11
組
專
敬
寺
門
徒 

金
井 
孝
司 

本
年
は
、
高
田
開
府
四
○
○
年
の
年
に
当
た
り
、
い

た
る
所
で
、
そ
の
歴
史
を
寿
ぐ
幟
を
目
に
し
、
市
民
の

声
を
耳
に
す
る
こ
の
頃
で
あ
る
。 

ま
た
、
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
、
建
立
（
文
政
十
年
）

以
来
一
八
七
年
の
長
き
間
、
風
雪
や
震
災
に
耐
え
て
、

威
容
を
誇
っ
て
き
た
「
別
院
大
門
」
に
目
を
向
け
て
み

た
い
。 

ま
ず
、
こ
の
山
門
は
、
様
式
か
ら
み
て
、
総
欅
の
単

層
入
母
屋
造
三
戸
門
で
文
政
十
年
（
一
八
二
七
年
）
第

二
十
代
達
如
上
人
の
願
で
建
立
さ
れ
、「
別
院
大
門
」
の

名
で
親
し
ま
れ
、
上
越
一
円
に
残
存
す
る
山
門
で
は
唯

一
、
最
も
荘
厳
な
門
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

以
下
、
そ
の
文
化
財
の
価
値
あ
る
と
こ
ろ
を
中
心
に

上
越
市
高
田
図
書
館
の
資
料
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の

を
紹
介
し
た
い
。 

 

【
建
築
様
式
の
概
要
】 

① 

建
物
の
大
き
さ･･･

軒
高 

六
・
六
ｍ
、
棟
高 

一

二
・
六
ｍ
、
軒
の
長
さ 

一
三
・
四
四
ｍ
、
規
模 

六
六
・
〇
坪 

② 

様
式･･･

単
層
入
母
屋
造
三
戸
門
（
た
ん
そ
う
い
り

も
や
づ
く
り
さ
ん
こ
も
ん
） 

③ 

屋
根･･･

䙁
瓦
葺
（
さ
ん
か
わ
ら
ぶ
き
）
も
と
は
板

瓦
葺 

④ 

柱･･･

円
柱
一
二
本 

、
太
さ 

約
一
尺
三
寸
（
約

四
〇
㎝
） 

⑤ 

扉･･･

䙁
唐
戸
（
さ
ん
か
ら
と
）
か
ん
甲
（
か
ん
こ

う
）
入
八
双
（
い
り
は
っ
そ
う
）
を
付
け
て
、
蝶

番
で
つ
る
し
た
も
の 

⑥ 

天
井･･･

格
天
井
（
ご
う
て
ん
じ
ょ
う
） 

⑦ 

束
（
つ
か
）･･･

大
瓶
束
（
た
い
へ
い
づ
か
）
結
綿

（
ゆ
い
わ
た
） 

⑧ 

蟇
股
（
か
え
る
ま
た
）･･･

全
く
の
装
飾
彫
刻
で
実

肘
木
（
さ
ね
ひ
じ
き
）
で
あ
る 

⑨ 

斗
栱
（
と
き
ょ
う
）･･･

出
組
（
で
く
み
）
で
三
斗

（
み
っ
と
）
ま
た
は
双
斗
（
ふ
た
っ
と
）
を
も
つ 

⑩ 

懸
魚
（
げ
ぎ
ょ
）･･･
か
ぶ
ら
型 

【
装
飾
の
概
要
】 

① 

棟
の
両
端
に
獅
子
口
。
た
だ
し
、
経
の
巻
は
破
損 

② 

貫
（
ぬ
き
）、
虹
梁
（
こ
う
り
ょ
う
）
の
木
鼻
や
か

え
る
股
、
尾
垂
木
な
ど
に
は
、
い
ず
れ
も
動
植
物

の
彫
刻
と
色
彩
を
施
し
（
現
在
は
痕
跡
だ
け
）、
柱

上
及
び
軒
周
り
は
斗
栱
（
と
き
ょ
う
）
で
、
隙
間

な
く
う
め
、
唐
獅
子
、
竜
な
ど
の
彫
刻
や
透
刻
諸

所
に
配
し
て
い
る
。 

③ 

中
央
扉
の
両
側
の
小
脇
破
目
（
こ
わ
き
は
め
）
は
、

「
の
ぼ
り
竜
」（
南
側
）
と
「
く
だ
り
竜
」（
北
側
）

を
添
え
、（
か
え
る
股
）
に
は
、
十
二
支
を
あ
し
ら

っ
た
も
の
が
あ
る
。 

④ 

背
面
の
南
北
側
に
は
張
良
と
黄
石
公
の
中
国
の
故

事
か
ら
と
っ
た
二
枚
四
面
の
彫
刻
が
あ
る
。
た
だ
、

彫
師
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
。 

⑤ 

色
彩･･･

全
体
に
施
し
た
と
は
見
ら
れ
な
い
。 

⑥ 

用
材･･･

欅
が
多
い
。 

【
故
人
の
偉
大
さ
と
郷
土
の
誇
り
を
新
た
に
】 

今
か
ら
八
年
前
の
第
二
回
の
寺
町
サ
ミ
ッ
ト
の
役
員

と
し
て
参
加
し
た
時
の
こ
と
を
思
い
出
す
。
案
内
係
と

し
て
県
外
か
ら
の
参
加
者
を
案
内
し
て
回
っ
た
時
、
こ

の
別
院
大
門
の
文
化
財
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
た
。
同

時
に
、
こ
の
財
産
を
多
く
の
地
域
の
皆
様
方
に
お
知
ら

せ
す
る
の
が
、
地
元
民
の
務
め
で
あ
る
と
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
。 

今
年
は
高
田
開
府
四
〇
〇
年
で
も
あ
り
、
こ
の
大
門

の
修
復
計
画
を
耳
に
し
た
の
で
す
が
、
ぜ
ひ
実
現
を
図

っ
て
頂
け
れ
ば
と
願
う
一
人
で
あ
る
。 

そ
の
中
の
一
つ
の
案
と
し
て
、「
別
院
大
門
の
案
内
板
」

の
作
成
を
考
え
て
頂
け
な
い
か
と
い
う
提
案
で
あ
る
。

大
き
さ
は
畳
一
枚
分
位
の
大
き
さ
で
、
資
料
と
し
て
前

掲
し
た
も
の
で
、
大
門
の
特
徴
を
表
す
項
目
で
あ
る
。 

そ
の
案
内
板
の
前
に
、
長
机
（
一
脚
）
と
椅
子
（
三

～
四
脚
位
）
を
置
い
て
頂
け
れ
ば
、
休
憩
と
対
話
の
場

と
な
っ
て
、
同
好
の
輪
が
広
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 
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御 遠 忌 通 信 

委
員
会
・
部
会
等
進
捗
状
況 

【
行
事
広
報
部
会
（
第
10
回
２
０
１
４
年
２
月
14

日
）
】 

（
１
）
御
遠
忌
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て 

 

採
用
す
る
ポ
ス
タ
ー
一
点
が
決
定
。
発
行

は
２
０
１
４
年
６
月
頃
と
し
、
全
寺
院
配

布
と
す
る
。 

（
２
）
真
宗
落
語
に
つ
い
て 

高
田
別
院
及
び
新
井
別
院
に
お
い
て
は
、

２
０
１
７
年
報
恩
講
中
に
開
催
す
る
。 

【
教
化
体
制
改
革
実
行
委
員
会
（
第
３
回
２
０
１
４

年
１
月
16
日
、
第
４
回
３
月
20
日
）
】 

記
念
事
業
の
一
つ
で
あ
る
、
教
区
教
化
体
制
の
見

直
し
に
つ
い
て
、
第
３
回
及
び
第
４
回
の
委
員
会
が

開
催
さ
れ
た
。 

【
記
念
事
業
部
会
】 

御
遠
忌
記
念
出
版
物
『
上
越
真
宗
教
団
の
あ
ゆ
み
』

再
版
事
業
に
つ
い
て 

２
０
１
４
年
２
月
27
日
に
編
集
会
義
が
行

わ
れ
、
Ｂ
５
サ
イ
ズ
58
ペ
ー
ジ
で
の
発
行

が
決
定
。
４
月
に
全
寺
院
へ
無
償
配
布
さ

れ
た
。
ま
た
、
教
区
出
版
物
と
し
て
、
５

０
０
円
に
て
有
償
頒
布
す
る
。 

＊
＊ 

完
納
御
礼 

＊
＊ 

高
田
教
区
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
懇

志
金
を
御
進
納
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

 

こ
こ
に
、
御
完
納
い
た
だ
き
ま
し
た
御
寺
院
名
を

御
披
露
し
、
御
礼
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

第
１
組 

正
覺
寺 

第
２
組 

興
順
寺 

陽
嚴
寺 

第
３
組 

正
光
寺 

第
４
組 

淨
善
寺 

第
５
組 

流
泉
寺 

第
７
組 

康
源
寺 

慈
雲
寺 

第
８
組 

延
壽
寺 

西
養
寺 

第
11
組 

鞍
馬
寺 
京
德
寺 

第
13
組 

明
通
寺 

養
法
寺 

（
２
０
１
４
年
１
月
１
日
～
２
０
１
４
年
４
月
30

日
） 

以
上
14
ヵ
寺 

な
お
、
右
記
を
含
め
２
０
１
４
年
４
月
30
日
現
在

の
御
完
納
寺
院
は
78
ヵ
寺
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
そ

れ
以
外
に
も
94
ヵ
寺
か
ら
懇
志
金
を
御
進
納
い
た

だ
い
て
お
り
、
収
納
総
額
は
７
４
，
９
９
１
，
５
０

０
円
（
御
依
頼
額
の
３
０
．
０
％
）
で
す
。 

【
表
紙
題
字
】
矢
嶋 

一
樹 

【
表
紙
題
字
】
森
田 

成
美 

寒
い
冬
が
終
わ
り
、
暖
か
な
春
の
陽

気
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
の
冬
は
、

例
年
に
比
べ
て
雪
が
少
な
い
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。
お
彼
岸
を
過
ぎ
て
も
寒
い

日
が
続
き
、
雪
が
チ
ラ
つ
い
た
り
と
お

か
し
な
気
候
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

気
候
が
続
く
と
こ
れ
か
ら
の
夏
の
暑
さ

が
気
に
な
っ
て
き
ま
す
。 

先
日
、
東
本
願
寺
に
お
い
て
春
の
法

要
が
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
法
要
で

京
都
を
訪
れ
た
際
に
は
、
桜
が
満
開
と

な
り
と
て
も
綺
麗
な
景
色
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
自
坊
の
境
内
は
、
四
月
七
日
頃

に
桜
が
満
開
と
な
り
ま
し
た
。
四
月
は
、

新
し
い
始
ま
り
の
季
節
で
す
。
私
は
、

お
寺
に
帰
っ
て
き
て
六
年
目
に
な
り
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
多
い
で
す
。
四
月
と
い
う
始
ま
り
の

季
節
と
い
う
中
で
自
分
が
あ
ら
た
め
て

ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
く
か
を
、
桜

を
眺
め
な
が
ら
考
え
て
い
ま
す
。 

（
田
中 

竜
雄
） 


